




A Study of Problems in Childcare by Hearing Impaired Woman
: Using the Trajectory Equifinality Model （TEM）








 Among childcare support policies in Japan, measures to support the coexistence of workplace and domestic life 
for women, in particular, have been well arranged.  However, there are still many difficulties in childcare for 
women who work with disability, and support for them is insufficient.  
The purpose of this paper is to understand the actual status of childcare activities of aurally hearing impaired 
mother and to clarify the problems involved in their childcare.  We conducted a qualitative survey on childcare 
of working mothers with hearing impairment and analyzed the result using the Trajectory Equifinality Model 
（=TEM）.  It was clarified that most of the support is derived from informal funds donated by individuals. 





















　第 1 回目を 2012 年 8 月、第 2 回は 2016 年 1 月、第
岩手県立大学社会福祉学部紀要　第 21 巻（2019．3）69 − 74
1 岩手県立大学社会福祉学部　2 昭和女子大学人間社会学部
− 70 −











































EFP）、 両 極 化 し た 等 至 点（Polarozed Equifinality 
Point: P-EFP）、分岐点（Bifurcation Point: BFP）、必
須通過点（Obligatory Passage Point: OPP）、社会的
助勢（Social Guidance: SG）、社会的方向付（Social 


















































　調査対象者である A さんは、30 歳代である（2018
年 7 月時点）。第 1 回目の調査時は、首都圏の賃貸集
合住宅に住んでいたが、その後、北陸地方にある A
さんの実家の近くに一軒家を建てる。家族構成は、A
さんと A さんの夫（夫は A さんと同程度の聴覚障害
を有する）と子ども 3 人である。子どもは全員、健聴
































































図１ A さんの子育て開始から実家近くに引越しをするまで TEM 図











































































































































１．安田ら（2015, p.116）は、「研究対象が 1 事例の
場合は、個人の径路の深みを探ることができ、4（± 1）
事例は経験の多様さを描くことができ、9（± 2）事
例は径路の類型を把握することができる」と説明して
いる。
２．聴力機能は一般にデシベル（ｄ B）という単位で
表され、健聴者を０デシベル（ｄ B）とし、数字が高
ければ高いほど、聞こえの状態が悪くなるとされる。
３．音声を使うコミュニケーションの方法を「口話」
と言う。また、補聴器を用いた聴覚活用とあわせて「聴
覚口話」ということもある。
４．低髄液圧症候群とは、脳や脊髄の周囲を満たす髄
液が少なくなることにより、頭痛・めまい・首の痛み・
耳鳴り・視力低下・全身倦怠感などのさまざまな症状
が現れる病気である。「脳脊髄液減少症」と呼称され
ることもある。
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